
初めてのメインプレゼンテー
ション

心に響く叙情的絵画

夫の描く絵を世界に広めたい

Dream makerひよこまめ 拇速弘美



略歴 • 昭和３８年(1963年）4月3日 山梨県甲府市幸町に

両親が営む薬店の次女として生まれる。

• 地元の甲府市立湯田小学校、南中学校卒業後、
現在実家がある甲府市上石田に店を移転。住まいも上石田

となる。山梨県立東高校に自転車でがんばって3年間通う。

• 大学は東京港区芝公園にある共立薬科大学（現慶応義塾
大学薬学部共立キャンパス）に4年間通い、つかの間の都会
生活を満喫する。

・ 大学卒業後、家業の薬店に従事。

薬と化粧品を店で販売するだけでなく営業活動も行い、

エステ、まつ毛パーマ、光脱毛などへ販路を拡大して

台頭するドラックストアに対抗した。



夫の略歴No.１
•昭和35年10月2日に 山梨県甲府市富竹に大工の棟
梁の祖父母と同居の婿養子で公務員の父と専業主婦
の母の次男として生まれる。

•幼稚園にはほとんど行かず、絵を描いたり、兄の科学
と学習でひとりで遊ぶのが好きだった。地元の貢川小
学校、西中学校を卒業。小学校時代は暗黒の時代で、
先生と対立、学校が大嫌いだった。

• その後甲府第一高校に進学。高校時代はほとんど勉
強せず、音楽ばかりを聴いていた。当時から髪を長く
していたため、体育教師に柔道の朝練を強制され髪
を切るように言われたが、言う事を聞かず、とうとう教
師の方が根を上げ、一カ月続いた朝練が終わった。

•当時の高校の美術教師に描いた絵を酷評され、ます
ます学校、先生が大嫌いになった。



夫の略歴No.２

このイメージは、現在表示できません。

•全然受験勉強しなかったので、ことごとく受験した大学を
落ち、唯一合格した成蹊大学に入学するも、自分が勉
強したい内容ではなかったので、やめる事を決意。

•親に内緒で山梨大学工学部電気科を成蹊大学在学中
に受験、合格したので親に許してもらった。この大学時
代がこれまでの人生の中で最高に楽しかった。

•大学卒業後、フォスター電機に就職。
就職後の社員研修で社会人としてのあるべき姿を学ぶ。

•山梨県県庁職員技術職を受けたが、最終面接で落ちる。
•高校の電気科教員採用試験に合格。仕方なく大嫌だっ
た教員になる。最初の赴任は山梨県立韮崎工業高校。
当時のその高校は、ツッパリ（今はヤンキー？）ばかり、
相当苦労したが、その頃の卒業生と今も友達。

•絵は小学校に入学する前から描いており、感受性が強
い夫の今までの経験が、作風に反映されていると思わ
れる。



夫との出会い
• それまでもてないわけではなかったが、

なかなか結婚相手には出会えず、満を持

してお見合いを決断！

・今は亡き母が、夫の写真を見た瞬間

「弘美！この人にしなさい！」と言ったのを

覚えています。

• お見合いを一週間後にひかえた春の

お彼岸に、父とお墓参りにいく。

その時偶然に一週間後に会うはずの

夫と、彼のお母さんにお寺の境内の小道
で、ばったり会う。

運命を感じた瞬間でした。



夫の絵との出合い
•通常お見合いの場合、その頃は紹介されて3カ月位で結婚を決める
のが普通だったが、夫は結婚相談の方に「長く付き合ってから決め
る」と、お見合いではあるまじき返事をした。

• お見合いなのに、のろのろしている夫に業を煮やして、自分から「ど
うゆうつもりで私と付き合っているのか」を問いただした。

•私からお別れを告げる。

•夫から大きい絵と手紙が届く。

•復活！

•出会いから1年で結婚❣



最初に見た の絵

• これが私が一番最初に見た
その時送られてきた絵です。
たまたまその時に描いていた絵で、
私へのメッセージが秘められている
ものではないと、先日初めて聞きまし
た。

• キングクリムゾンのNight Watcher と言う
曲からのインスピレーションで描いた。

手描き、水彩絵の具、スプレー



2番目の絵
•初めてのクリスマスプレゼント。

今でも色あせることなく

我が家の寝室に飾られていま

す。

水彩絵の具



我が家の寝室の壁



• 2012年にパーキンソン病発症
発症したばかりの頃は、足が重く、疲れやすく、休んで
もその疲れが取れず日々少しずつ症状が悪化していっ
たが、更年期障害だと思い我慢していた。

• めまい立ち眩み、ふらつきが起き、動作が遅くなり、腰
痛が出現し、整形外科、脳外科、婦人科、耳鼻科、接
骨医院、ドクターショッピングを繰り返したが、原因がわ
からず。

•最終的に症状がかなり悪くなりパーキンソン病特有の
症状が出てきたため、2013年6月確定診断がでる。

• 両親を小学生の時に亡くした私の父が、苦労して、資
格をとり23歳で開業した、創業57年の薬屋を2013年3
月閉店。



私の略歴No.３ • お店を閉めたと同時に、母との二人三脚での母のガンと
のお付き合いが始まる。抗がん剤が合わなかったので、
抗がん剤をやめ、代替医療で治療を行った。2018年5月
に亡くなる半年前まで、元気にダンス、カラオケなど楽し
み、病気と上手に付き合うことが出来た。亡くなる前も苦
しまず、毎日ベッドでほとんど眠っていた。母は一度も入
院することなく自宅から旅立ちました。

• 母亡き後、父のお世話をしながらパーキンソン病友の会
の役員の仕事に精を出す。

• 夫が夫の母が亡くなり約10年間絵が描けなくなっていた
が、パーキンソン病友の会の医療講演のポスターを描い
てもらったのがきっかけになり、絵を描くことを再開した。

• あらためて夫の作品達を見て、皆さんに見ていただかな
ければ、絵達が可愛そうという思いが出てきてBNIに参加。

• 私が頑張っている姿が同病の方の励みになればという
思いもあり、がんばっています。





子供の頃の思い出

学級委員長になった僕 風邪の夜



夜の留守番 夏の風



干し柿の冒険



障子の隙間







🌸詳細
ジークレー版画を用いたレプリカにして

（最も原画に忠実な印刷方法）

ご提供しております。

エディションナンバー、サイン、額装付

台紙 A4サイズ
210×297ｍｍ

絵 180×245ｍｍ
マット287×380ｍｍ
額 303×384ｍｍ
（額によってサイズがかわります）

🌸価格20,000円（税抜き）～
（額によって価格がかわります）



只今連載中








